
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

６月１３日に、２年生の職場体験学習に向けたマナー講座の講師として、インターナショナル・エ

アー・アカデミー広島校（客室乗務員グランドスタッフ養成校）の崔希美校長先生に、３年連続で

来校していただきました。 

礼をするにもポイントがあって、きれいな礼の仕方がマスターできるようになりました。生徒の感

想には「目上の人に対する行動、丁寧な動作、言葉遣いに気を付けたいです。」「人の印象は

出会って 0.4 秒で決まってしまうことに驚きました。」とありました。崔先生に教えていた

だいたことを、職場体験学習に活かしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１５日に、さいき文化センターでイベントがあり、佐伯中の生徒がアシスタントとし

て司会をしたり、美術部が作品を出展したり、吹奏楽部が地域の皆さんと出演したり、ピー

ス・クローバー所属の生徒がダンスを披露したりしました。 

美術部の作品展示 美術部の作品展示 司会進行（午前の部） 

廿日市市立佐伯中学校   令和７年度 
           

【自 律】 学 校 だ よ り 
          ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http:// www.hatsukaichi-edu.jp/saiki-j/ 

学校教育目標：「夢や目標に挑戦し、自己実現を図る生徒の育成」  

 

 

 

６月号（№９） 

令和７年 

６月２７日（金） 

日（金） 

 

平成三０年 

四月二７日（金） 

さいき文化センターまつり 

マナー講座 



司会進行（午後の部） 吹奏楽部の発表 地域の方と演奏（吹奏楽部） 

 

 
 

 

６月１８日に、大竹市・廿日市市の教科別研修会で、前田

先生が２年２組の数学科の授業、元田先生が３年２組の家

庭科の授業をそれぞれ公開しました。 

生徒の皆さんに伝えたいことは、各中学校の先生方から

佐伯中生徒の学びに向かう姿勢に「絶賛の声」が多数寄せ

られたことです。聴く姿勢や積極的な発言だけでなく、深く

思考している様子や斬新なアイデアの発表などを大げさな

くらい褒めていただきました。 

家庭科の授業では、事前に行った「家族と家庭生活」に

関するアンケート結果を元田先生が紹介しながら進んでい

きました。自分たちが住んでいる佐伯地域の課題に向き合

い、どうすれば今後の家族や家庭や地域が幸せになるかを

班で話し合い、発表しました。生徒の主体性や真摯に向き合

う姿に、参観している先生方が感動していました。 

数学科の授業では、数あての仕組みを理解し文字式で説

明する内容でした。法則は何となく理解できたけど、なぜそ

うなるのか、どんな数でも当てはまるのか、分かったことを友

達に説明できるかなど多くのことを学習しました。近くにおら

れる他校の先生（数学）にもヒントをもらっている生徒もいました。授業が終わった後、参観してお

られた先生へ挨拶をしている姿も見られました。 

【生徒の感想（数学）】 

〇友達の意見を聞くことで自分では思いつかなかった考えを知ることができた。 

〇内容は同じでも説明の仕方に班ごとの分かりやすさがあって、聞いていて納得しました。 

〇文字で表すことによって、「どうしてその答えになるのか」という問いに対して答えることが 

できました。 

両方の授業を参観しましたが、確かによく頑張っていたと思いました。生徒を褒めてもらえること

は先生たちにとってもうれしいことです。 

３年２組の様子 

２年２組の様子 

佐伯中生徒の評価↑↑↑↑ 


